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論 文 内 容 の 要 旨
本論文はタイ国の主要畑作物, トウモロコシ ･ケナフ ･ ジュ- ト･キャッサバ ･サ トウキビ ･ ワタ ･豆
類について, 栽培の現状を分析し, かつ実験的研究に基づき, 技術的改善点を明らかにしたもので, 4茸
からなっている｡
第 1葦では熱帯の自然的条件の農業生産に対する優位性をあげ, またタイ国畑作の特長をのべている｡
第 2葦は各論で, 作物別に品種 ･ 栽植 ･ 施肥 ･ 収穫 ･ 調製などの面につき, 詳細な検討を行なってい
る｡ たとえば, ジュー トについては, タイ国はじめ世界の各地で散播栽培が行なわれているが, 著者は条
播との比較研究を行なった結果, 生茎収量では両者間に差は認められなかったが, 繊維歩留の高い茎長
250cm 以上の茎の全茎中に占める割合は, 散播では30%, 条播では60%で, 繊維の品質も収量も条播が
著しく勝ることを明かにし, 条播栽培法を提唱している｡
ワタについては, 開花と閉じよに関する広範な生態的研究から, すべての結果枝上の各花の位置によっ
て, 開花予定日を, また閉じよ予定日を予測し得る一般式を得ている｡ 一般に1株中早期に開花する花
は, 大形なさくとなり, 収量に大きく貢献す るものであるが, タイやカンポジヤでは, 播種期が早すぎ
て, これらの花の多くは雨期末期の雨にあって落下し, 減収の原因とな っている｡ 著者はこの点に着冒
し, その地における雨期あげの期日を知れば, 上述の一般式を用いて, 雨害を回避して安全に収穫し得る
播種期を求め得るとし, その結果, 晩播となって株当花数が減少することは, 密植により補い得るとし,




物の導入を重視し,21種の豆科作物について現地試験を行ない, その結果, 早熟 ･多収でしかも豆が収穫
され, かつ茎葉部を飼料化し得るリヨクトウを選出し, また トウモロコシとの混作用豆科緑肥作物として
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Calopogoniummucunoidesの優秀性をあげている｡
第4章は結論で, 原住民農業にとって, 増収に寄与し得るもっとも安全確実な方法は, 畑地への有機物
の施用, とくに豆科緑肥作物の導入であるとしている｡









退の著しいことに警告を与え, 豆科緑肥作物の導入を重視し, 主作物の栽培期間を移動 ･短縮して, 緑肥
作物の導入への道をひらき, また原住民農業にとり入れ易い緑肥作物の草種を検討して, リヨクトウの優
秀性を明らかにしたことはきわめて重要である｡
このように本論文は熱帯畑作物の栽培に関し, 多くの新知見を加えたものであって, 熱帯畑作の実際面
に寄与するとともに, 熱帯作物学の進歩に貢献するところが少なくない｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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